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(A) Research background (Previous studies) 

 隕石有機物は太陽系の起源と進化に重要な役割を担

った物質の一つとして注目を集めており、炭素質コン

ドライトに含まれる有機物の構造的、同位体的特徴を

明らかにすることによって、太陽系で起こった化学プ

ロセスを解明する諸研究が進んでいる。先行研究で、

炭素質コンドライトから数々のアミノ酸が検出されて

おり、アミノ酸の生成を説明するための反応機構とし

てストレッカー反応、マイケル付加反応などが考えら

れてきた。また、隕石中のアミノ酸の同位体組成は、

その前駆体分子及び反応機構の両方に影響を受けるこ

とが分かっている。本研究では、CM・CR コンドライ

ト中のアミノ酸の炭素・窒素・水素安定同位体を測定

し、得られた結果から隕石母天体や星間で起こったと

考えられるアミノ酸の反応機構について検討した。 

(B) Methods 

 7 種類の CM・CR コンドライトを用意し、粉末状に

した後、熱水抽出、酸加水分解、脱塩を行いアミノ酸

を含む隕石抽出物を作成した。その後ガスクロマトグ

ラフィー・質量分析計(GC-MS)を用いて隕石抽出物中

のアミノ酸を分析した。続いて同位体比質量分析計

(IRMS)でアミノ酸の安定同位体を測定した。 

(C) Results and Discussion 

 GC-MS で分析した結果、7 種類のコンドライトには

グリシン、D,L-アラニン、β-アラニン、α-アミノイ

ソ酪酸、イソバリンなどのアミノ酸が含まれているこ

とが確認された。また、それらのアミノ酸の同位体比

測定の結果、α-アミノ酸の炭素数が増加するのに伴っ

てδ13C の減少とδD の増加が見られた。これはα-ア

ミノ酸がストレッカー反応によって生成したとする先

行研究の予測に整合的な結果であった。α-アミノイソ

酪酸とイソバリンは他のアミノ酸に比べてδD の値が

かなり大きかったことから、これらのアミノ酸あるい

はその前駆体分子は、他のアミノ酸とは別の星形成段

階で生成したと考えられる。 

(D) Conclusions  

 CM・CR コンドライトを用いた本研究の測定では、

先行研究より多くのアミノ酸を検出し、かつ高精度に

同位体比測定を行うことに成功した。アミノ酸の起源

と進化史を明らかにするために、今後は他の炭素質コ

ンドライトグループにおいても同様に同位体比測定を

行う必要がある。 
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